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【日本文学】 『夜間中学へようこそ』 山本 悦子／作（岩崎書店）

【案内記】 『英国ファンタジーをめぐるロンドン散歩』 山内 史子／文，松隈 直樹／写真 （小学館）

【平和】 『これから戦場に向かいます』 山本 美香／写真と文 (ポプラ社）

【科学】 『文系の人にとんでもなく役立つ!理系の知識』 日本博識研究所／著 （宝島社）

【生き物】 『こんなところにいたの? じっくり探すと見えてくる動物たちのカモフラージュ』
林 良博／監修，ネイチャー&サイエンス／編集 （誠文堂新光社）

【美容】 『ディズニーヘアアレンジブック』 金子 真由美／著 （KADOKAWA）

発行日 ： ２０１６年１０月１日

【日本文学】 『Q→A（キュー エー）』 草野 たき／著 （講談社）

『さくら坂』 千葉 朋代／作 （小峰書店）

【外国文学】 『ペーパーボーイ』 ヴィンス・ヴォーター／作 （岩波書店）

『がらくた学級の奇跡』 パトリシア・ポラッコ／作，入江 真佐子／訳 （小峰書店）

こんにちは。磐田市立図書館です。読書の秋がやってきましたね。

今回は本の紹介のほか、図書館カードについてのよくある質問にも

お答えしています。ぜひ図書館へお越しください！

家は磐田じゃないんだけど…

カード作れますか？

前に作ったカード、無くしちゃったかも。

どうしたらいい？

一枚カードがあれば、市内の図書館

どこでも利用できるんですか？

大丈夫。磐田に住んでいる人はもちろん、

通勤・通学している人もカードを作れます。

どうしても見つからない時は、再発行

できます。まずは図書館に相談に来てね。

はい。カードは市内５館共通です。

ぜひ各館に行ってみてください。

中学一年生になった優菜は新しい学校生活に不安でいっぱい。そんな時、おばあちゃんが「私

も４月から中学校だから」と宣言して、びっくり！夜間中学校ってどんな学校？どうして通おうと思っ

たの？ひょんなことからおばあちゃんと一緒に夜間中学へ通う事になった彼女にも変化が訪れる。

ほかにも分からないことがあったら、図書館の人に聞いてくださいね。

また、初めての人、久しぶりに来る人には住所を確認することがあります。

学生証や保険証を持ってくると、手続きがスムーズですよ。



砂漠の小国の王子ワリードは、カスィーダ（長詩）のコンクールで、

貧しい絨毯織りに敗れる。王子は絨毯織りに憎しみを抱き、無理

難題を課す。だが、絨毯織りはそれらを成し遂げ、人類の歴史を

すべて一枚に織り込んだ不思議な絨毯をつくりだす。ある日、それ

が盗まれ、ワリードは取り返すため漂泊の旅に出る。その旅でワ

リードは、自分の長詩に欠けていたものに気付くのであった。

♪ お知らせ ♪
ホームページから資料検索や予約ができます。

予約や利用状況の確認をする時のパスワードは、生年月日（西暦 ）の８桁の数字です。
例 ： 2001年(平成13年）4月1日⇒20010401 【スマートフォン版】→

ＱＲコード

からもご覧いた

だけます。

『行ってよかった外国人に人気の日本の観光スポット』（昭文社）

『行ってよかった日本人に人気の世界の観光スポット』（昭文社）

『ちゃんと歩ける東海道五十三次 西 袋井宿～京三条大橋』
八木 牧夫／著（山と溪谷社）

『キッドナップ・ツアー』
角田 光代／作（理論社）

『ハティのはてしない空』

カービー・ラーソン／作 杉田 七重／訳

（鈴木出版）

DVDも「旅」がテーマ。

原作も一緒にどうぞ

DVD紹介

雑誌紹介

本を紹介する記事満載です。

・『ダ・ヴィンチ』
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

・『この本読んで ! 』

出版文化産業振興財団

・『ＭＯＥ』
白泉社

今回は「旅」をテーマにした本を集めてみました。「旅」はあなたを、大きく成長させてくれます。

そして、本を開くことは、未知の世界への「旅」の始まりではないでしょうか。さあ、ページを巡り、

広い世界を旅しましょう！

『一〇〇年前の世界一周』
ワルデマール・アベグ／写真・回想録 ボリス・マルタン／文

岡崎 秀／訳 （日経ナショナルジオグラフィック社）

・『夜のピクニック』
恩田 陸／原作

・『旅するジーンズと

１６歳の夏／

トラベリング・パンツ』
アン・ブラッシェアーズ／原作

・『超高速！参勤交代』
土橋 章宏／脚本

５年生の夏休みの第１日目、ハルは２か月前から家に

帰ってきていない父親にいきなりキッドナップ（ユウカイ）さ

れる。だらしがない父親に冷めた感情を抱いていたハルだ

が、２人で海水浴や肝試し、キャンプをするうちにその心に

変化が訪れる。父と娘のちょっとかわった旅の物語。

親戚を頼りながら育った孤児ハティ。１６歳になって伯父が

遺した開拓中の土地を相続することになる。しかし、遠い町へ

と旅立つ彼女を待っていたのは過酷な環境、厳しい現実だっ

た。自然の脅威や様々な困難を土地の人々と共に乗り越え、

力強く成長していく少女の物語。実話に基づく作品。

『漂泊の王の伝説』
ラウラ・ガジェゴ・ガルシア／作

松下 直弘／訳 （偕成社）

旧刊案内


